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澤田 清一 さん
赤十字奉仕団京都府支部委員会委員長

　毎年5月は赤十字運動月間です。今年も多くの皆様にご支援ご協力をいただき
ました。誠にありがとうございます。近年、地域のつながりが薄れていく中で、
地域において活動資金の募集活動等に先頭に立って頑張っていただいている赤十
字奉仕団の皆さん。その中心となって、長年にわたって赤十字奉仕団のリーダー
として赤十字活動を支えていただいている澤田委員長にお話を伺いました。

interview５

そ
の
時
に
、
日
赤
の
活
動
資
金
集
め
を
自
分

が
担
当
し
た
わ
け
で
す
が
、
今
か
ら
考
え
る

と
、
こ
れ
が
日
赤
と
の
最
初
の
関
わ
り
で
す
。

当
時
の
日
赤
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
京
都
第
一
赤

十
字
病
院
や
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
な
ど
の

病
院
が
あ
る
と
い
う
く
ら
い
で
、
支
部
な
ど

組
織
の
こ
と
も
何
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
治
会
の
会
計
で
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
の

が
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

―
そ
の
あ
と
平
成
５
年
に
自
治
会
長
を
任
さ

れ
、
日
赤
奉
仕
団
の
音
羽
川
分
団
長
に
、
平

成
15
年
に
は
自
治
会
連
合
会
長
を
任
さ
れ
、

山
科
区
地
区
の
奉
仕
団
委
員
長
に
。
頼
ま
れ

た
ら
断
れ
な
い
性
分
な
の
で
。

就
任
当
時
は
50
代
で
し
た
が
、
京
都
府
支
部

委
員
会
に
出
席
す
る
と
、
周
り
の
方
は
高
齢

で
、
た
だ
一
人
飛
び
ぬ
け
て
若
か
っ
た
。

確
か
に
地
区
奉
仕
団
委
員
長
を
さ
れ
る
方
は
、

役
職
を
重
ね
て
お
ら
れ
る
の
で
ど
う
し
て
も

年
齢
が
高
く
な
り
ま
す
ね
。

―
若
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
皆
さ
ん
親
切
に

教
え
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た

で
す
。

支
部
委
員
会
で
高
齢
の
役
員
さ
ん
の
改
選
が

問
題
に
な
り
、
若
い
人
の
意
見
を
と
い
う
こ

と
で
発
言
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。「
日
本
赤

十
字
に
対
す
る
熱
意
が
あ
れ
ば
、
年
齢
は
関

係
な
い
。」と
発
言
し
ま
し
た
が
、
の
ち
に
、

若
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
京
都
府
支
部
委
員

長
の
大
役
を
任
さ
れ
る
羽
目
に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
で
し
た
か
。

―
実
は
、
小
学
校
に
入
学
す
る
前
に
第
一
日

赤
で
手
術
を
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
で
す
。

は
っ
き
り
と
は
覚
え
て
い
な
い
の
で
す
が
、

す
ぐ
近
く
に
親
戚
の
家
が
あ
っ
て
、
ご
飯
を

作
っ
て
運
ん
で
も
ら
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
日
赤
と
の
関
わ
り

の
最
初
で
す
か
。

―
そ
う
で
す
ね
。
今
か
ら
思
う
と
。

■
地
域
で
の
活
動

―
委
員
長
に
な
っ
て
東
京
へ
行
く
こ
と
に
な

り
、
他
府
県
の
委
員
長
さ
ん
と
も
話
を
す
る

よ
う
に
な
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
京
都
は
す
ご

い
と
こ
ろ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

明
治
維
新
の
時
か
ら
京
都
の
人
は
疎
水
を
ひ

い
た
り
、
電
車
を
通
し
た
り
と
、
色
々
な
こ

と
を
し
て
い
る
で
し
ょ
。
京
都
に
ず
っ
と
い

て
、
京
都
し
か
知
ら
な
か
っ
た
ら
こ
ん
な
も

の
か
な
と
思
う
け
ど
。

そ
れ
と
同
じ
で
京
都
の
組
織
の
す
ご
さ
が
初

め
て
分
か
り
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

他
府
県
の
方
々
が

　
　
　
「
京
都
っ
て
す
ご
い
ね
」と
。

■
日
赤
と
の
関
わ
り

澤
田
委
員
長
に
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
京
都

府
支
部
に
ご
支
援
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
澤
田
委
員
長
と
日
本
赤
十
字
社
と

の
最
初
の
関
わ
り
は
。

―
平
成
２
年
に
初
め
て
地
域
の
こ
と
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

実
は
、
そ
れ
ま
で
は
全
く
自
治
会
の
こ
と
に

関
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
縁
あ
っ

て
、
京
都
市
山
科
区
の
音
羽
川
の
自
治
会
の

会
計
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
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―
支
部
と
行
政
と
奉
仕
団
の
関
係
に
つ
い
て

初
め
て
他
府
県
の
人
と
話
を
し
た
と
き
に
、

「
え
、
な
ん
で
？
」と
思
う
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

京
都
の
場
合
は
支
部
が
あ
っ
て
、
区
役
所
が

あ
っ
て
、
地
区
奉
仕
団（
自
治
会
）と
の
協
力

体
制
が
出
来
て
い
る
。

支
部
と
行
政
と
奉
仕
団
の
関
係
が
う
ま
く

い
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
大
切
で
、
他
か
ら

見
た
ら
京
都
は
と
て
も
う
ら
や
ま
し
い
の
で

し
ょ
う
。

他
府
県
の
方
々
が「
京
都
っ
て
す
ご
い
ね
」と
。

全
国
的
に
見
て
、
奉
仕
団
の
あ
り
方
は
、
京

都
が
異
端
児
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
各

地
区
の
奉
仕
団
委
員
長
さ
ん
は
区
役
所
と 

密
接
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
奉
仕
団
と
区
役

所
は
良
い
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。

確
か
に
京
都
は
組
織
的
に
協
力
し
て
頂
い
て

い
ま
す
ね
。

―
今
は
集
金
金
額
が
下
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

お
金
集
め
に
は
コ
ツ
が
あ
っ
て
、
山
科
地
区

は
活
動
資
金
が
多
か
っ
た
の
で
、
他
の
地
区

か
ら
頼
ま
れ
て
講
演
を
し
た
こ
と
が
あ
り 

ま
す
。

な
ぜ
活
動
資
金
が
多
く
集
ま
る
の
か
尋
ね
ら

れ
た
時
に
、「
ト
ッ
プ
に
立
つ
者
が
ど
れ
だ

け
頭
を
下
げ
る
か
で
す
。」と
答
え
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
に
声
を
か
け
る
と
、
資
金
は
集

ま
る
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
よ
り
多
く
の
資
金
が
必

要
に
な
る
と
呼
び
か
け
る
と
、
皆
さ
ん
協
力

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
京
都
は
比
較
的
安
全

な
土
地
な
の
で
、
災
害
に
対
す
る
関
心
が
薄

い
。
だ
か
ら
工
夫
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
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澤
田
委
員
長
、

 
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

｢地域社会に貢献したい」という気持ちを持った方により組織された
奉仕団。地域行事で赤十字活動のPRをしていただいています

新型コロナウイルスの3つの顔（病気、不安、差別）を知ろう！～負のスパイ
ラルを断ち切るために～。新型コロナ感染によって起こる偏見や差別を啓
発するために作成した冊子を配布していただいた赤十字奉仕団の皆さん

市区町村を基盤にして、日常生活の中で地域に根ざしたお互いの
助け合い活動を展開しています。
社資(活動資金)募集活動や赤十字思想の普及推進活動に取り組む
ほか、献血の推進、炊き出しや病院への訪問、義援金の募集など様々
なボランティア活動を実施しています。

京都府内に結成されている地域赤十字奉仕団は、右記のとおりです。

赤十字奉仕団京都府支部委員会は、発足当時に京都市以外の地域
に奉仕団がなかったことから、現在京都市域の奉仕団で構成され
ています。

 北 区 地区赤十字奉仕団
上京区地区赤十字奉仕団
左京区地区赤十字奉仕団
中京区地区赤十字奉仕団
東山区地区赤十字奉仕団
山科区地区赤十字奉仕団
下京区地区赤十字奉仕団
 南 区 地区赤十字奉仕団
右京区地区赤十字奉仕団
西京区地区赤十字奉仕団
伏見区地区赤十字奉仕団

地域赤十字奉仕団は

例
え
ば
、
小
中
学
校
で
献
血
の
話
を
す
る
機

会
を
作
っ
た
り
し
て
、
日
赤
の
話
は
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
の
か

な
と
思
い
ま
す
。

日
赤
の
活
動
資
金
集
め
が
最
初
の
関
わ
り
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
任
さ
れ
た
と
き
に
、
ど

う
し
て
自
分
が
日
赤
の
資
金
集
め
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の

で
す
か
？

―
特
に
ど
う
し
て
と
い
う
よ
う
な
思
い
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ど
の
よ
う
な
組
織
も
、
運
営
す
る
た
め
に
必

要
な
の
は
人
と
資
金
で
す
。

人
は
教
育
す
れ
ば
育
て
ら
れ
ま
す
が
、
資
金

は
集
め
な
け
れ
ば
作
れ
な
い
も
の
。
こ
れ
は

私
の
持
論
で
す
。

日
赤
も
活
動
す
る
た
め
に
は
資
金
が
必
要
な

の
は
当
た
り
前
で
す
。

京
都
の
よ
う
に
地
域
の
つ
な
が
り
が
維
持
で

き
て
い
た
ら
資
金
は
集
ま
り
ま
す
。

基
本
に
な
る
の
は
何
か
と
い
う
と
、
地
域
全

体
の
ま
と
ま
り
。
そ
れ
が
他
府
県
と
比
べ
て

京
都
は
す
ご
い
。
結
論
は
そ
う
い
う
事
だ
と

思
い
ま
す
。

人
を
育
て
る
た
め
に
は
、
小
学
生
、
中
学
生

か
ら
始
ま
っ
て
、
新
し
く
入
っ
て
き
た
住
民

の
皆
様
に
も
日
赤
の
こ
と
事
を
伝
え
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
す
し
、
資
金
集
め
は
い
か
に

頭
を
下
げ
る
か
、
工
夫
す
る
か
と
い
う
事
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
各
地
区
の
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

―
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
各
地
区
奉
仕
団

の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
苦
労
を
お
か
け
し
て

お
り
ま
す
こ
と
を
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
活
動
資
金
集
め
に
ご
協

力
賜
り
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

引
き
続
き
皆
さ
ん
と
と
も
に
頑
張
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
貴
重
な
お
話
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

綾部市地区赤十字奉仕団
舞鶴市地区赤十字奉仕団
城陽市地区赤十字奉仕団
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●地域でのご寄付
　赤十字奉仕団や町内会・自治会などを通
じてご寄付いただいています。
　また、年間を通じて府内各市区町村の日
赤窓口でもご寄付いただけます。

●口座振替によるご寄付
　ご登録いただいた金融機関の口座から希
望月に自動引き落としでご寄付いただく方
法です。
　日本赤十字社ホームページの「寄付する」
からお申し込みください。

赤十字を支えるのは、 あなたの思い。
　日本赤十字社京都府支部は、明治22年2月20
日の創立以来、「人道、博愛」の精神を旨として、
災害救護活動や医療・血液・福祉など、幅広い分
野において活動を展開しています。これらの活動
は、皆様からの継続的なご寄付により支えられて
います。
　赤十字では、皆様からお寄せいただいた資金を
活用し、「いのちと健康を守る」ための様々な活動
を展開しています。引き続き、皆様からの温かい
ご支援を賜りますようお願いいたします。

日本赤十字社は、
赤十字国際委員会、国際赤十字・赤新月社連盟、各国赤十字社が実施する
ウクライナでの人道危機対応及びウクライナからの避難民を受け入れる周
辺国とその他の国々における救援活動を支援するため、海外救援金を募集

受付金額（2022年5月29日現在）
45億5,482万4,180円

赤十字国際委員会、国際赤十字・赤新月社連盟等への送金のほか、物資支
援（医療資機材等）、車両支援（救急車等）、人的貢献（専門技術を持つ職員
等派遣）、こころのケア、避難民・市民の生活支援および住居支援、医療
施設等の補修・再建、等（※状況により支援内容は変更されます）

皆さまの温かいご支援　ありがとうございます

令和４年度京都府支部 一般会計歳入歳出予算
歳　入 予算額（千円） 内　訳

社 資 収 入 299,000 皆様（個人・法人）からの会費、寄付金など
委 託 金 等 収 入 5,648 献血推進事業に係る京都府からの委託金
繰 入 金 収 入 139,791 施設整備準備資金繰入金収入など
雑 収 入 等 38,520 講習会負担金収入など
歳 入 合 計 482,959

歳　出 予算額（千円） 内　訳
災 害 救 護 事 業 費 33,103 災害救護に係る経費、救護資機材等の整備費、救護看護師の養成経費など

社 会 活 動 費 62,839 救急法、水上安全法、幼児安全法等の講習開催経費、赤十字奉仕団や 
青少年赤十字の育成費など

国 際 活 動 費 1,314 国際開発協力事業に係る経費など
指 定 事 業 地 方 振 興 費 4,500 災害救援設備の整備に係る経費
地 区 分 区 交 付 金 48,400 地区分区の事務費及び事業費
社 業 振 興 費 45,231 会費の募集、広報活動に係る経費など
基盤整備交付金・補助金支出 26,950 医療施設基盤整備交付金など
積 立 金 支 出 7,415 資金積立金など
本 社 送 納 金 支 出 43,425 本社の国内・国外活動に係る経費
総 務 管 理 費 等 204,782 光熱費、事務費など
予 備 費 5,000
歳 出 合 計 482,959※小数点第２位を四捨五入しているため、

　合計が100％とならないことがあります。

歳入
社資収入
61.9%

委託金等収入
1.2%

繰入金収入
28.9%

雑収入等
8.0%

歳出

基盤整備交付金・
補助金支出
5.6%

災害救護事業費
6.9%

社会活動費
13.0%

国際活動費
0.3%
指定事業
地方振興費
0.9%

地区分区交付金
10.0%

社業振興費
9.4%

積立金支出
1.5%

本社送納金支出
9.0%

予備費
1.0%

総務管理費等
42.4%

●遺贈・相続財産等のご寄付
　京都府支部では、遺贈（遺言によるご寄付）、相続財産等のご寄付を承っています。詳細については6ページ下欄のコ
ラムをご覧ください。なお、ご不明な点については、当支部（075-541-9326）までお問い合わせください。

●寄付金付自動販売機の設置によるご寄付
　自動販売機の売上げの一部をご寄付いただく方法です。設置に要する費用は全て販売会社が負担します。
　新規設置だけでなく、更新設置も可能です。詳細は当支部（上記と同じ）までお問い合わせください。

●クレジットカードによるご寄付
　ご登録いただいたクレジットカードから、寄付回数を選択してご寄付いただく方法です。
　日本赤十字社ホームページの「寄付する」からお申し込みください。

ご支援・ご協力のお願い



【日本赤十字社の表彰】
区　分 基　　準

銀色有功章 一時又は累計で、20万円以上50万円未満のご協力
をいただいた個人・法人

金色有功章 一時又は累計で、50万円以上のご協力をいただ
いた個人・法人

日本赤十字社
社長感謝状

金色有功章受章後、一時又は累計で、50万円以上
のご協力をいただいた個人・法人

【国の表彰】
区　分 基　　準

厚生労働大臣
感謝状

一時又は同一年度内に累計で、100万円以上
500万円未満のご協力をいただいた個人、又は
300万円以上1,000万円未満のご協力をいただ
いた法人等

紺綬褒章
一時又は累計で、500万円以上のご協力をいた
だいた個人、1,000万円以上のご協力をいただ
いた法人等

銀色有功章

社長感謝状 金色有功章（法人・団体）

金色有功章（個人）

厚生労働大臣感謝状 紺綬褒章

税制上の優遇措置（寄付金控除等）

表彰制度

赤十字の活動資金にご協力いただいた場合は、制度上の優遇措置が受けられます。
個人：確定申告をすることにより、所得税や住民税の控除が受けられます。 
　　　（その年の寄付金の合計額が 2,000 円以上必要です。）
法人：寄付金の額を損金に算入することができます。

日本赤十字社の活動資金にご協力いただいた場合、
次の「税制上の優遇措置」や「表彰制度」の対象となります。

遺贈・相続財産等のご寄付
　近年、「自分が亡くなった後、これまでに築いた財産の一部を赤十字に寄付したい」、また、
大切な方を亡くされたご遺族から「故人の遺産を社会のために役立ててほしい」といった尊い
お申し出が増えています。お申し出をされる方々の事情は様々ですが、ご自身や故人の意思
を社会のために役立てることを目的に、安心できる方法で信用できる団体に寄付したいと
いう思いは共通しています。
　日本赤十字社では、「遺言によるご寄付（遺贈）」「相続財産のご寄付」「ご香典のご寄付」
などの相談窓口を設置し、このような尊いご意思にお応えしています。
　詳細を記した右記のパンフレットを用意していますので、お問い合わせください。

日本赤十字社へのご寄付には相続税がかかりません。

京都府支部
編集・発行： 日本赤十字社京都府支部　　〒605-0941  京都市東山区三十三間堂廻り町644
 TEL 075-541-9326　FAX 075-541-1361
ホームページ
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